
法と宗教の起源についてーイェーすングによる三つの槍争{山口}

法
と
宗
教
の
起
源
に
つ
い
て

ー
イ
ェ
!
ワ
ン
グ
に
よ
る
一
一
一
つ
の
論
争

〈山
名

産口
警趣2
大

き彦

は
と
め
に

イ
ェ
!
リ
ン
グ
と
近
代
昌
本
法
学

法
と
宗
教
の
起
壌
を
め
ぐ
る
イ
ェ
:
リ
ン
グ
の
三
つ
の
論
争
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l 

第
一
の
論
争
を
め
ぐ
っ
て

2 

第
二
の
論
争
を
め
ぐ
っ
て

3 

第
一
二
の
論
争
会
め
ぐ
っ
て

翻

法
と
宗
教
の
起
灘
を
め
ぐ
る
近
代
日
本
の
法
理
論

iま

乙

め

本
稿
は
、
法
と
宗
教
の
起
源
に
関
し
て
イ
ェ

l
リ
ン
グ
が
お
こ
な
っ
た
数
次
に
亘
る
論
争
に
つ
い
て
要
約
し
て
報
告
し
、
こ
れ
ら
の

論
争
と
の
係
わ
り
に
お
い
て
近
代
詩
本
法
学
の
な
か
で
な
さ
れ
た
法
と
宗
教
の
起
源
に
関
す
る
潔
裁
に
つ
い
て
報
告
す
る
こ
と
を
目
的
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と
す
る
。
尚
、
本
報
告
は
、

一
九
九
三
年
十

月
一
一
十
七
百
出
鴬
谷
大
学
深
背
中
校
舎
で
開
催
さ
れ
た
宗
教
法
学
会
に
お
い
て
「
法
と
京

教
の
起
源
」
と
題
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
同
大
五
号
館
視
聴
党
教
室
に
設
寵
さ
れ
た
最
新
の
O
H
P
装
置
を
併
用
し
て
大
絡
下
記
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

1 

イ
ェ

l
リ
ン
グ
と
近
代
日
本
法
学
!
加
藤
弘
之
、
馬
場
震
務
、
西
国
湖
、
森
鴎
外
、
山
県
有
閥
、
磯
部
間
部
、
井
上
哲
次
館
、
金

子
堅
太
郎
、
一
一
一
好
選
滋
、
明
治
天
昼
、
仁
保
亀
松
、
宇
都
宮
五
郎
、
鬼
烏
惟
議
、
吉
井
政
準
、
穂
積
練
重
、
叙
勲
文
書

2 

法
と
宗
教
の
超
源
を
め
ぐ
る
イ
ェ

i
リ
ン
グ
の
一
一
一
つ
の
論
争

(3) (2) (1) 

ロ
待
問
箆
H
M
M
M
州

民

話

m
m叩喜仲
(
H

∞
叫
悶
)
と
鵠
争
の
社
会
理
論
史

ds湾
内
山
松
山
W
H
M
仲
田

g
v
c
m
m
母
m
M
N
S
F
Z偽
叩
内
需
主
時
的

(
H

混
と
と
プ
レ
ン
タ
1
ノ
に
よ
る
批
判

〈
C
H想
的
げ
な
げ
な
仏

R
M
Z
0
2
3
M
M防
相
昂
吋

(
H

遺
品
〉
と
ク
ー
ラ
ン
ジ
ェ
批
判
お
よ
び
源
郷
問
題

-100-

3 

イ
ェ

i
Hソ
ン
グ
と
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
、
キ
リ
ス
ト
教
、
ナ
チ
ズ
ム

4 

法
と
宗
教
の
起
源
を
め
ぐ
る
近
代
日
本
の
法
理
論

5 
の
4q

d
 

daτ 
H
h
u
v
 

規
範
の
発
生
を
め
ぐ
る
日
本
の
論
争

穂
積
入
東
門
家
制
及
団
体
}
(
忍
・
器
不
)
に
見
る
畑
出
体
論

穂
積
入
来
{
民
法
出
テ
¥
忠
孝
滅
フ
}
(
宮
白
∞
ふ
)
に
見
る
祖
先
崇
拝
の
法
理
論

穂
積
入
来
【
希
蝋
及
提
馬
ノ
・
古
典
ニ
顕
ハ
ル
ル
範
先
山
周
期
拝
ノ
事
跡
}
〈
玄
・
念
日
・

8
)
に
見
る
・
古
代
法
論

穂
積
糠
震
{
祭
龍
と
政
治
法
律
と
の
関
係
}
(
づ
∞
ト
ゆ
)
に
見
る
祖
先
祭
持
の
法
理
論

穂
積
煉
重
{
祭
龍
と
法
律
}
〈
∞
-
M
)

に
見
る
祖
先
崇
拝
の
法
理
論

大
藤
抵
{
姐
先
教
は
能
く
世
教
の
基
礎
た
る
べ
き
か
}
(
宗
い
0

・mw
六
合
雑
誌
)
に
見
る
穂
積
八
束
批
判



6 

。“関
民
選
舘
論
争
!
井
上
哲
次
掛
か
ら
和
辻
哲
郎
へ

大
盟
視
{
良
心
起
源
論
】
(
翠
E
M
M
W

〉
に
見
る
規
範
発
生
の
理
論

7 

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
祖
先
祭
持
論
の
終
鴬

8 

宗
教
起
譲
論
か
ら
見
た
担
先
鏡
葬
論

MMg宮
崎
付
師
砕
い

O
ロ
1
0出
戸
H
N
叩
4
一角師白
F
H

匂即日

g

法と宗孝交のま霊源についてーイエ}リングによる三つの鎗争(UJ臼)

イ
ェ

I
リ
ン
グ
と
近
代
日
本
法
学

明
治
期
か
ら
今
日
に
至
る
ま
明
、
ィ
ェ

i
リ
ン
グ
ほ
ど
長
裁
に
わ
た
っ
て
わ
が
罷
の
法
学
に
影
響
を
継
続
的
に
与
え
続
け
た
西
欧
の
法

-101-

学
者
は
他
に
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

ま
ず
明
治
十
五
年
に
天
賦
人
権
説
か
ら
社
会
ダ
i
ウ
イ
ニ
ズ
ム
へ
と
転
向
し
た
加
藤
弘
之
は
、
転
向
後
の
著
作
マ
あ
る
「
人
権
新
鋭
」

の
な
か
で
問
著
の
罵
蝶
に
掲
げ
た
(
富
山
湾
の
接
気
楼
の
う
ら
に
天
賦
人
権
の
鴎
つ
の
文
字
に
浮
ぷ
)
口
絵
の
一
不
す
よ
う
に
、
「
優
勝

〈

l
)

劣
敗
是
天
理
失
」
と
の
暴
本
思
想
に
も
と
づ
い
て
「
伊
挨
林
」
〈
イ
ぷ

i
リ
ン
グ
)
の
『
権
利
翻
争
論
』
を
擾
尽
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

十
年
の
歳
月
を
費
や
し
た
加
藤
の
著
作
「
強
者
の
権
樹
の
競
争
』
の
加
藤
自
身
に
よ
る
ド
イ
ツ
語
版

A
V
R
烈
努
与
問
富
岡
〆
出
足
宮

円
四
居
間
皆
寄
W
S
3
3

は
、
イ
ェ
!
リ
ン
グ
の
主
著
湿
り
待
相
内
知
B
1
H
H玖
的
見
出
口
町
広
諺
を
直
接
的
に
想
起
さ
せ
る
。
他
方
に
お
い
て
こ
の

イ
ェ

l
け
ソ
ン
グ
の
著
者
は
、
ダ
l
ウ
イ
ン
の
生
存
競
争

mwa詰
宮
崎
C
円

t
p
の
ド
イ
ツ
語
訳
沢
酔

5
1
d
g略
的
む
章
。
尽
に
由
来
す

〈

2
)

る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

加
藤
吋
人
権
新
鋭
』
出
版
と
同
年
の
明
治
十
五
年
に
、
西
題
は
イ
ェ

i
リ
ン
グ
の
調
書
の
翻
訳
に
従
事
し
て
訳
稿
「
学
士
僅
令
氏
権
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利
争
闘
争
」
を
作
成
し
中
断
し
た
。
西
の
こ
の
訳
績
は
従
来
、
日
沖
憲
郎
、
大
久
穣
利
謙
、
リ
チ
ャ
i
ド

-
H
・
マ
イ
ニ
ア
ら
に
よ
っ

て
八
未
刊
行
〉
と
さ
れ
て
き
た
が
、
イ
ェ

l
リ
ン
グ
が
罪
著
の
序
文
で
八
東
京
・
西
の
臼
本
能
〉
と
指
摘
し
た
と
お
り
、
間
間
年
後
の
間
約

(3) 

治
十
九
年
に
学
術
雑
誌
に
四
回
に
わ
け
で
速
報
さ
れ
た
こ
と
が
平
成
六
年
に
な
っ
て
判
明
し
た
。

現
法
寮
か
ら
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
た
磯
部
四
郎
は
明
治
十
九
年
に
『
ロ
ー
マ
法
の
精
神
』
を
フ
ラ
ン
ス
語
訳
か
ら
十
八
分
冊
に
邦
訳

(
4〉

時
行
し
、
明
治
一
一
十
五
年
に
は
明
治
天
皇
一
が
イ
ェ

l
リ
ン
グ
を
八
勲
一
一
等
地
日
重
光
章
〉
に
叙
す
る
な
ど
の
事
実
が
あ
っ
た
。
井
上

哲
次
部
、
金
子
悪
太
郎
、
一
一
一
好
退
蔵
ら
は
イ
ェ

l
リ
ン
グ
と
薮
接
に
数
次
に
直
っ
て
会
見
し
た
。
後
年
に
は
末
附
の
民
法
学
、
牧
野
の

(
5〉

刑
法
学
に
対
し
て
強
い
影
響
力
・
を
イ
ェ
!
リ
ン
グ
が
及
ぼ
し
た
こ
と
は
周
知
で
あ
り
、
宮
崎
(
遊
)
、
前
田
(
孝
)
な
ど
イ
ぷ
!
リ
ン
グ

の
も
と
に
留
学
す
る
括
本
の
解
釈
法
学
者
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
な
か
で
本
稿
の
テ
ー
マ
と
の
関
連
に
お
い
て
重
一
読
さ
れ
る
の
は
、
穂

積
嫌
章
、
八
束
兄
弟
に
よ
る
祖
先
袋
持
論
で
あ
る
。
〈
後
述
)
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日
本
に
お
け
る
イ
ェ

i
リ
ン
グ
の
影
響
は
法
律
学
に
の
み
限
定
さ
れ
る
訳
で
は
な
い
。
側
、
え
ば
、
皐
一
議
哲
学
の
唱
護
者
で
あ
っ
た
住

藤
清
勝
、
西
国
学
課
に
議
し
た
哲
学
者
、
山
内
得
立
の
所
有
論
、
穂
積
の
著
作
や
井
上
折
一

の
訳
業
を
通
じ
た
文
化
人
類
学
に
お
け
る

援
先
山
然
拝
論
へ
の
影
響
な
ど
今
後
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
課
題
は
多
い
。

法
と
宗
教
の
起
源
・
を
め
ぐ
る
イ
ェ

i
リ
ン
グ
の
一
ニ
つ
の
論
争

第

の
論
争
を
め
ぐ
っ
て

法
と
宗
教
の
起
源
を
め
ぐ
っ
て
イ
ェ

1
リ
ン
グ
が
著
し
た
一
一
一
つ
の
書
は
、
第

に
吋
権
利
能
争
論
同
(
一
八
七
一
一
年
〉
、

一
に
吋
法

感
情
発
生
論
い
〈
一
八
八
四
年
)
、
第
三
に
吋
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
前
史
」
〈

八
九
四
年
〉
で
あ
る
。



第
一
の
書
吋
権
利
翻
争
論
い
は
、

一
八
七
二
年
に
イ
子
!
リ
ン
グ
が
ウ
ィ
ー
ン
大
学
か
ら
グ
ッ
チ
ン
グ
ン
大
学
に
転
授
す
る
に
際
し

て
ウ
ィ
ー
ン
法
律
家
協
会
で
行
っ
た
訣
別
講
演
で
あ
っ
て
、

「
法
心
理
学
の

考
察
」
(
肘

g
ω
g
n
w

も
と
も
と
の
演
題
は

3
3ぎ
Homぽ

mM2MN8}呉
服
)
で
あ
っ
た
。
と
く
に
有
名
な
本
容
の
冒
頭
部
分
は
、
五
駿
以
降
に
書
券
改
め
ら
れ
た
・
も
の
で
あ
り
、
本

一
九
九
ニ
年
に
イ
ェ
;
リ
ン
グ
死
後
一
段
年
を
記
念
し
て
ニ
婦
の
「
権
利
髄
争
論
い

が
覆
刻
さ
れ
た
が
、
か
つ
て
東
ド
イ
ツ
法
学
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
た
ヘ
ル
マ
ン
・
ク
レ
ン
ナ
i
編
集
の
「
権
利
闘
争
十
肥

(
7〉

刻
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
ウ
ィ

i
ン
大
学
の
フ
ザ
ム
リ
ク
ス
・
エ
ル
マ
コ
?
ラ
は
十
八
版
を
覆
刻
し
て
い
る
。

来
は
や
や
哲
学
的
な
叙
述
を
も
っ
て
始
ま
っ
て
い
た
。

は
初
版
の
積

言語と宗教の起源についてーイェーリングによる三つの紛争(山口}

一
八
七
二
年
に
吋
権
利
闘
争
議
」
が
新
憶
の
速
記
録
か
ら
稿
を
起
し
て
出
臆
さ
れ
る
と
、
次
々
に
イ
ェ

1
リ
ン
グ
批
判
が
操
関
さ
れ

(
8〉

八
七
五
年
て
フ
ェ
{s) 

八
七
六
年
〉
、

-103-

た
α

シ
ユ
ミ
!
ド
ル
吋
ユ
ダ
ヤ
教
お
よ
び
麗
始
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
関
係
に
お
け
る
権
利
罰
争
の
理
論
」
(

リ
ッ
ク
ス
・
ポ
ア
ス
吋
権
利
闘
争
は
義
務
的
命
令
か
、
ル
ド
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・
イ
エ
}
リ
ン
グ
教
援
へ
の
解
答
と
反
論
」
〈

法
学
者
で
あ
る
と
司
時
に
文
学
者
、
詩
人
守
も
あ
っ
た
友
人
フ
エ
リ
ッ
ク
ス
・
ダ
l
ン
の
司
法
に
お
け
る
理
性
i
i法
哲
学
の
報
基
礎
」

〈

ω〉

(
一
八
七
九
年
)
、
地
方
裁
判
所
所
長
A
-
ピ
ッ
チ
ャ
!
の
携
演
記
綴
『
法
律
家
と
詩
人

i
イ
ェ

i
リ
ン
グ
「
権
利
勝
争
論
」
と
シ
ェ

i

{ロ)

ク
ス
ピ
ア
「
ペ
ニ
ス
の
薦
人
い
に
関
す
る
ひ
と
つ
の
研
究
の
試
み
』
〈
一
八
八
一
年
}
、
長
篇
小
説
で
あ
り
な
が
ら
冒
頗
に
イ
ェ

1
リ

ン
グ
「
権
利
調
争
議
」
か
ら
と
っ
た
一
一
つ
の
長
い
引
用
文
そ
掲
げ
る
カ

i
t
N
・
ヱ
ミ

i
ル
・
フ
ラ
ン
ツ
ォ
ス
『
権
利
の
た
め
の
或
る
闘

(
刊
同
)

争
い
(
一
一
巻
本
、
一
八
八
一
一
年
〉
、
イ
ぷ

i
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
教
職
に
就
き
な
が
ら
イ
ェ
ー
リ
ン
グ
と
不
仲
で
あ
っ
た
多
才
な
ヨ
ゼ
フ
・

(
日
)

コ
1
ラ
!
の
『
法
律
学
か
ら
見
た
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
い
〈
一
八
八
三
年
)
な
ど
、
宗
教
学
、
法
哲
学
、
実
定
法
学
、
文
学
と
い
っ
た
多

方
欝
か
ら
イ
ェ

i
リ
ン
グ
批
判
が
成
さ
れ
て
い
っ
た
。

イ
ェ

l
リ
ン
グ
「
権
利
醸
争
論
」
は
そ
の
扉
に
「
闘
争
の
な
か
に
汝
は
汝
の
権
利
を
見
い
出
す
べ
し
」
と
の
モ
ッ
ト
ー
を
掲
げ
、

の

ち
の
版
で
設
作
さ
れ
た
本
文
冒
頭
部
分
も
ま
た
権
利
闘
争
に
係
る
。
こ
の
こ
と
が
多
く
の
賛
否
両
論
を
よ
ぴ
起
こ
す
も
の
と
な
っ
た
。
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十
九
世
紀
後
半
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
的
人
間
像
に
と
っ
て
近
代
を
実
現
す
る
種
々
の
人
間
行
動
は
湾
時
に
種
々
の
側
面
に
お
け
る
前

近
代
的
な
る
も
の
に
対
す
る
破
壊
と
翻
争
を
不
可
避
に
せ
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ま
た
詞
時
に
近
代
の
生
み
出
し
た
相
互
に
対

立
す
る
諸
要
素
問
の
う
ち
な
る
闘
争
を
は
ら
む
も
の
で
あ
っ
た
。
「
諸
罰
民
の
踏
争
、
国
家
権
力
の
劉
争
、
諸
身
分
の
闘
争
、
諸
偶
人

の
蹄
争
」
(
イ
ェ

i
リ
ン
グ
)
が
政
治
調
争
、
経
済
闘
争
、
宗
教
臨
争
、
文
北
翻
争
、
軍
事
翻
争
、
心
理
翻
争
な
ど
の
様
々
の
欝
争
と

し
て
な
さ
れ
て
い
っ
た
。

近
代
の
多
く
の
社
会
理
識
が
〈
爵
争
〉
を
テ
i
マ
に
し
た
理
由
も
こ
の
点
に
係
る
。
た
と
え
司
、
ヘ

1
ゲ
ル
は
生
と
死
を
め
ぐ
る
精

神
の
諸
現
象
を
精
神
の
自
己
実
現
の
闘
争
と
見
て
と
っ
た
し
、
マ
ル
ク
ス
は
階
級
爵
争
を
、
ダ
l
ウ
イ
ン
は
生
存
競
争
令
重
視
し
た
。

社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
に
お
い
て
は
、
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
ツ
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
人
種
髄
争
が
集
問
問
の
闘
争
と
し
て
説
か
れ
た
し
、
カ
ー

ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
生
死
を
め
ぐ
る
自
己
と
他
者
と
の
額
争
と
し
て
か
の
敵
i
味
方
理
論
安
説
い
た
の
で
あ
っ
た
。
ゲ
オ
ル
グ
・
ジ
ン
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メ
ル
が
大
著
『
社
会
学
』
の
一
家
を
関
争
に
割
い
た
の
も
、
ぞ
れ
が
近
代
社
会
の
重
要
な
ひ
と
つ
の
形
式
で
あ
る
と
の
認
識
に
も
と
ず

い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
し
、
コ
ー
ザ
i
、
ダ
i
レ
ン
ド
ル
フ
に
よ
る
蹄
争
の
社
会
学
的
分
析
と
か
、
パ

i
ソ
ン
ズ
や
ル

i
マ
ン
と
い
っ

た
現
弐
の
社
会
理
論
家
た
ち
の
闘
争
を
め
ぐ
る
社
会
理
論
も
ま
た
向
様
の
文
採
に
お
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

社
会
騎
争
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
髄
争
、
労
働
闘
争
、
平
和
的
磁
争
な
ど
、
同
闘
争
は
、
そ
の
主
体
、
客
体
、
方
法
、
規
模
程
的
な
ど
に
お

い
て
多
様
で
あ
る
が
、
法
と
権
利
を
め
ぐ
る
磁
争
も
ま
た
近
代
市
民
社
会
の
葉
婆
な
顕
争
形
態
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な

ぃ
。
こ
の
点
を
正
視
し
、
カ
ン
ト
倫
理
学
に
お
け
る
人
格
に
対
応
し
て
訣
的
人
格
に
よ
る
法
的
路
争
に
対
し
て
倫
理
的
な
意
義
を
与
え

た
点
に
こ
そ
、
イ
ぷ

i
リ
ン
グ
「
権
利
闘
争
論
い
が
、

一
場
の
講
演
で
あ
っ
た
こ
と
を
大
き
く
越
え
て
、
は
か
ら
ず
も
、
近
代
社
会
理

論
史
の
な
か
に
法
学
審
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
地
註
を
占
め
え
た
理
由
が
あ
っ
た
と
患
わ
れ
る
。

け
れ
ど
も
、
社
会
倫
理
的
な
意
義
を
も
っ
怯
的
闘
争
が
問
符
に
ま
た
宗
教
倫
理
上
も
是
認
さ
れ
う
る
か
苔
か
は
、
眼
鏡
な
問
題
で
あ



る
。
ィ
ェ

l
リ
ン
グ
が
同
容
で
指
摘
す
る
よ
う
に
、
将
校
に
は
名
誉
が
、
農
民
に
は
土
地
が
、
商
人
に
は
議
用
が
、
全
人
絡
を
か
け
て

も
守
る
べ
き
世
俗
的
な
銭
債
で
あ
る
と
し
て
も
、
紛
争
解
決
へ
向
か
う
思
認
と
行
動
は
、
当
数
の
法
的
主
体
と
客
体
が
所
属
し
信
奉
す

る
宗
教
と
宗
派
に
よ
っ
て
大
き
く
指
違
す
る
。
た
と
え
ば
歴
史
的
な
出
告
を
開
じ
く
す
る
ユ
ダ
ヤ
教
徒
、
カ
ソ
リ
ッ
ク
、
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
、
間
一
の
法
状
祝
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
に
違
な
る
法
行
動
を
と
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
十
分
に
予
想
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
ぞ
れ
争
え
、
法
的
髄
争
に
倫
灘
的
意
義
ま
で
も
是
認
し
た
イ
ェ
!
リ
ン
グ
の
河
容
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
宗
教
に
対
し

て
難
問
問
を
提
起
し
た
こ
と
に
な
り
、
ぞ
れ
に
対
す
る
反
応
が
シ
ユ
ミ

1
ド
ル
の
著
作
を
始
め
と
す
る
多
く
の
賛
筏
碍
論
で
あ
っ
た
。

リングによる三つの論争(UJ口)

2 

第
ニ
の
論
争
を
め
ぐ
っ
て

イ
ェ

i
リ
ン
グ
の
第
二
の
議
争
の
著
作
「
法
感
情
発
生
論
い
は
、
吋
権
科
闘
争
論
」
の
も
と
と
な
っ
た
講
演
に
続
く
第
二
講
演
と
し
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て
悶
門
じ
場
所
に
お
い
て
十
二
年
後
に
ウ
ィ

i
ン
で
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
講
演
の
記
録
は
、
寓
年
ウ
ィ
ー
ン
の
「
一
般
法
律
家
新
聞
い
に

五
回
に
分
載
さ
れ
た
の
ち
、
当
時
公
刊
さ
れ
な
い
で
終
っ
た
も
の
で
あ
る
。

オ
!
ス
ト
リ
1
皇
太
子
や
法
曹
界
重
鎮
の
出
席
を
得
て

時
間
半
以
上
に
買
っ
た
こ
の
講
演
は
、
ま
づ
権
利
鱒
争
を
論
じ
た
第

講

イェ

演
と
間

の
主
越
す
な
わ
ち
法
感
情
を
取
り
扱
う
こ
と
へ
の
表
明
か
ら
始
ま
る
が
、
第

講
演
が
主
と
し
て
健
全
な
法
感
情
の
現
象
形

法とま誇教の起源について

懇
を
論
じ
た
の
に
対
し
て
、
第
ニ
講
演
は
法
感
情
の
内
容
分
析
を
主
題
と
し
、
ま
た
こ
の
法
感
情
発
生
の
由
来
を
解
明
す
る
こ
と
が
議

要
な
目
的
で
あ
る
こ
と
が
表
明
さ
れ
る
。
法
務
情
の
発
生
は
、
生
得
的
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
歴
史
的
で
あ
る
の
か
と
い
う
銅
題
は
、

綿
密
な
準
備
草
稿
な
し
に
簡
単
な
メ
モ
に
能
っ
て
解
明
さ
れ
て
い
く
。
彼
は
か
つ
て
は
生
得
説
に
立
っ
て
い
た
こ
と
を
告
白
し
、
次
い

で
説
を
改
め
る
に
翠
り
、
歴
史
説
に
転
じ
た
理
由
を
説
明
す
る
。
設
聞
は
「
選
徳
的
な
る
も
の
の
根
源
は
、
自
然
か
そ
れ
と
も
壌
史
か
」

と
要
約
さ
れ
、
哲
学
者
ロ
ッ
ク
の
学
説
を
知
ら
ぬ
ま
ま
間
一
の
結
論
に
遺
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
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批
判
対
象
と
し
て
の
生
得
説
は
さ
ら
に
一
一
一
つ
の
物
繋
主
義
的
見
解
に
大
挺
さ
れ
て
検
討
さ
れ
る
。
さ
ら
に
イ
ェ
!
リ
ン
グ
は
、
自
然

観
察
の
観
点
、
鰹
史
の
観
点
、
内
な
る
心
の
心
理
的
な
観
点
の
一
一
一
点
か
ら
生
得
説
と
康
史
説
と
の
対
立
を
解
こ
う
と
す
る
。
そ
の
さ
い

イ
ェ
!
リ
ン
グ
は
、
新
し
い
自
然
科
学
の
成
果
に
学
び
つ
つ
、
動
物
に
お
け
る
本
能
の
古
典
的
理
解
を
批
判
し
、
こ
れ
に
対
し
て
動
物

の
学
習
能
力
を
対
撃
さ
せ
る
。
そ
し
て
一
定
の
文
化
段
階
に
各
氏
族
に
見
ら
れ
る
文
字
の
発
見
、
実
幣
の
鋳
造
な
ど
を
例
に
と
り
、
ゆ
M

れ
ら
の
観
念
を
人
間
に
教
え
た
の
は
、
自
燃
か
、
そ
れ
と
も
、
歴
史
か
と
い
う
課
題
を
分
析
す
る
0

・
自
然
が
そ
れ
ら
を
教
え
た
の
だ
と

す
る
な
ら
ば
、
あ
ら
ゆ
る
民
族
、
あ
ら
ゆ
る
時
代
、
あ
ら
ゆ
る
段
階
に
つ
い
て
そ
う
震
え
る
は
ず
で
あ
り
、
思
考
法
制
問
も
道
徳
的
心
理

も
い
か
な
る
と
こ
ろ
で
も
問

と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
未
開
民
族
に
つ
い
て
も
生
得
説
が
正
し
い
こ
と
を
替
え
る

は
ず
で
あ
る
が
、
事
実
は
こ
と
な
る
。
由
同
然
が
支
配
者
で
あ
る
の
な
ら
来
製
民
族
は
文
化
の
発
途
し
た
民
族
と
同
じ
こ
と
そ
自
然
か
ら

学
び
と
る
は
ず
で
あ
る
。
遊
徳
的
観
念
は
、
言
語
や
神
話
な
ど
と
問
様
に
、
盤
史
の
な
か
で
徐
々
に
形
成
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
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と
が
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
、
文
学
作
品
、
間
約
聖
書
な
ど
か
ら
の
偶
撃
を
縦
横
に
駆
使
し
て
立
証
さ
れ
て
い
く
。

さ
ら
に
道
徳
的
観
念
の
形
成
過
程
が
、
幼
児
に
お
け
る
道
徳
的
観
念
の
体
得
過
程
を
倒
と
し
て
分
析
さ
れ
る
。
道
徳
的
観
念
は
幼
見

の
発
達
に
応
立
て
幼
兎
を
取
り
巻
く
外
的
環
境
か
ら
与
え
ら
れ
て
い
く
が
、
し
か
し
、
幼
児
の
詩
語
学
習
、
表
現
の
意
味
の
知
悉
、
物

の
識
別
な
ど
は
何
故
可
能
と
な
る
の
か
。
ィ
ェ

i
リ
ン
グ
に
よ
れ
ば
そ
れ
は
人
間
精
神
の
掛
象
力
(
〉
松
守
長
け
い
。
と
に
依
る
と
さ
れ

る
。
幼
児
は
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
犬
や
猫
の
特
徴
を
掛
象
化
し
、
そ
の
結
果
犬
と
猫
と
の
識
加
を
知
る
。
だ
れ
も
幼
党
に
抽
象
的

な
文
法
を
教
え
は
し
な
い
け
れ
ど
も
、
幼
鬼
は
単
語
か
ら
文
法
を
抽
象
化
し
、
動
請
の
活
用
を
見
事
に
や
っ
て
の
け
る
。
こ
の
意
味
で

幼
児
は
、
揺
り
か
ご
の
中
の
ヘ
ラ
ク
レ
ス
で
あ
る
。

イ
ェ

1
リ
ン
グ
は
〈
ヘ

i
ゲ
ル
の
よ
う
に
〉
単
純
に
も
理
性
を
真
理
の
狼
滋
と
み
な
す
こ
と
を
拒
寄
す
る
。
「
自
然
か
、
そ
れ
と
も

歴
史
か
、
二
つ
に
ひ
と
つ
だ
」
と
披
は
の
ベ
る
。
ィ
ェ

l
リ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
根
拠
の
究
極
は
目
的
で
あ
り
、
こ
の
点
に
立
て
ば
、



「
無
限
の
蔑
襲
が
学
問
に
関
か
れ
る
」
と
の
予
測
が
立
て
ら
れ
、
後
期
の
主
著
吋
法
に
お
け
る
話
的
』
の
主
題
へ
と
接
続
し
て
講
演
は

終
わ
る
。

宗
教
や
法
と
い
っ
た
規
範
発
生
の
起
源
を
麗
史
に
求
め
る
イ
ェ

i
リ
ン
グ
の
立
場
は
、
短
時
間
の
講
演
と
い
う
性
質
上
着
工
γ
論
誌
が

不
十
分
に
も
怒
わ
れ
、
そ
の
た
め
か
イ
ェ

l
リ
ン
グ
自
身
は

の
講
演
・
を
も
っ
と
敷
街
し
た
形
で
山
山
競
し
た
い
」
と
の
希
望
を
講
演

の
中
明
、
も
述
べ
て
い
る
。
こ
の
希
望
は
の
ち
米
完
な
が
ら
主
務
『
法
に
お
け
る
自
的
]
第
二
審
に
お
い
て
実
現
さ
れ
て
い
っ
た
。

イ
ェ

l
リ
ン
グ
に
よ
る
こ
の
第
二
講
演
「
法
感
情
発
生
論
」
に
対
し
て
、
現
象
学
派
の
父
と
一
習
わ
れ
る
倫
理
学
者
フ
ラ
ン
ツ
・
プ
レ

主義と空襲教の起源についてーイェーリングによる三つの論争(山口)

ン
タ
1
ノ
が
?
な
年
後
に
問
一
の
場
所
に
お
い
て
、
直
接
に
イ
ェ

i
リ
ン
グ
の
立
論
に
反
駁
す
る
講
演
「
法
的
と
道
徳
的
と
い
う
こ
と
に

(応〉

関
す
る
自
然
的
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
」
を
行
な
っ
た
。

プ
レ
ン
タ
i
ノ
の
イ
ェ

l
リ
ン
グ
批
判
は
、
イ
ェ
!
リ
ン
グ
と
碕
じ
主
題
〈
社
会
規
範
の
起
源
〉
に
関
し
て
、
展
開
さ
れ
る
。
ブ
レ

…107← 

ン
タ
i
ノ
は
イ
ェ

l
リ
ン
グ
と
と
も
に
社
会
規
範
の
生
得
的
起
源
を
否
定
す
る
が
、
他
方
に
お
い
て
普
遍
的
妥
当
性
を
有
す
る
道
徳
律

を
イ
ェ

i
リ
ン
グ
と
こ
と
な
っ
て
是
認
す
る
。
例
え
ば
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
の
定
理
が
そ
の
こ
と
の
一
倒
と
し
て
挙
証
さ
れ
る
。
論
理
学
な
ど

の
命
題
は
、
自
然
的
に
妥
当
す
る
判
断
規
尉
で
あ
る
か
ら
自
然
的
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
が
認
め
ら
れ
る
。

倫
理
的
な
認
識
の
起
滋
は
、
ブ
レ
ン
タ
i
ノ
に
よ
れ
ば
記
述
的
心
理
学
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
。
彼
は
イ
ェ
!
リ
ン
グ
と
こ
と
な
り
、

人
間
に
そ
の
本
性
上
一
種
の
本
能
的
行
動
を
認
め
る
。
そ
し
て
人
間
は
社
会
へ
向
っ
て
倫
理
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
存
在
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
自
由
を
制
緩
す
る
た
め
の
実
定
法
が
制
制
定
さ
れ
る
。
こ
れ
と
同
様
、
か
つ
実
定
法
を
補
う
も
の
と
し
て
道
徳
の
実
定
法
典
、
す
な

わ
ち
笑
定
道
徳
が
存
在
す
る
。
実
生
活
に
お
け
る
最
高
替
の
存
在
を
是
寵
す
る
プ
レ
ン
タ

I
ノ
は
、
イ
ェ

I
リ
ン
グ
の
倫
理
的
価
儀
相

対
主
義
を
「
ニ
セ
指
対
理
性
議
」
(
司
色
問
内
言
明
洲
市
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第
三
の
論
争
を
め
ぐ
っ
て

3 法
と
宗
教
の
魁
源
を
め
ぐ
る
イ
ェ

i
リ
ン
グ
の
第
一
一
一
の
著
作
は
、
死
後
二
年
目
に
女
婿
の
商
法
学
者
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
エ

l
レ
ン
ベ
ル

{
M
H
)
 

ク
の
編
集
に
か
か
る
大
部
の
遺
著
吋
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
前
史
』
〈
一
八
九
臨
年
)
で
あ
る
。

イ
ェ

l
リ
ン
グ
は
最
晩
年
の
一
一
年
間
を
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
援
史
的
起
源
の
研
究
に
熱
中
し
た
。
そ
れ
は
同
時
に
、
法
と
宗

教
の
護
史
的
起
源
の
探
究
-
b
E
意
味
し
て
い
た
。

ア
ジ
ア
の
地
に
興
っ
た
ア
!
リ
ア
ン
母
族
か
ら
分
校
し
た
子
族
が
何
世
紀
も
の
長
期
に

廷
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
辺
土
へ
の
民
族
移
動
の
結
果
、
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
各
氏
族
が
形
成
さ
れ
た
。
イ
ェ

1
リ
ン
グ
は
長
期
の

民
族
の
移
動
と
い
う
事
実
の
な
か
に
法
、
宗
教
、
道
徳
な
ど
の
起
源
を
求
め
よ
う
と
す
る
。

イ
ェ
!
リ
ン
グ
は
、
ァ
i
リ
ア
ン
親
族
誌
に

夫
一
一
婦
制
と
死
者
供
養
の
制
度
が
存
在
し
た
こ
と
を
承
認
す
る
。
前
世
紀
ま
で
あ
っ

た
イ
ン
ド
の
寡
婦
拘
死

(g-芝
居
雲
母
可
申
告

gm〉
と
い
う
奇
妙
な
風
習
を
手
掛
り
に
、
先
史
期
に
お
い
て
た
ん
に
奏
の
身
体
が
夫
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の
所
有
物
と
河
機
に
焼
き
払
わ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
事
実
が
、

い
か
に
し
て
後
代
に
な
っ
て
道
徳
的
に
評
価
さ
れ
る
美
風
と
た
た
え
ら
れ

る
に
主
っ
た
か
、
を
分
析
し
て
み
せ
る
。
ィ
ェ

i
リ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
先
史
の
時
代
に
生
活
上
の
必
要
か
ら
形
成
さ
れ
た
こ
と
が
、
後

代
に
な
っ
て
そ
の
意
義
を
転
じ
特
別
の
意
味
附
与
を
さ
れ
る
と
い
う
。
連
銀
的
観
念
は
は
じ
め
か
ら
存
在
し
た
の
で
は
な
い
。
道
徳
的

観
念
が
実
在
を
生
ん
だ
の
で
は
な
い
。
実
・
在
が
法
と
宗
教
と
議
鯨
と
を
生
ん
だ
の
で
あ
る
。
人
間
生
活
の
実
際
上
の
必
要
こ
そ
が
、
務

規
範
の
壮
大
な
体
系
を
生
み
出
す
に
一
会
っ
た
、
と
イ
ェ

1
リ
ン
グ
は
力
説
す
る
。

死
者
供
養
す
な
わ
ち
祖
先
崇
拝
の
起
源
は
、
美
し
い
夫
婦
愛
と
な
ら
ぶ
ア
1
リ
ア
人
の
美
点
と
し
て
裁
に
対
す
る
子
の
孝
順
ゆ
え
で

あ
る
と
儲
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
事
実
は
そ
の
避
で
あ
る
と
、
被
は
説
く
。
ァ
i
リ
ア
人
に
お
い
て
は
愛
子
の
結
婚
に
よ
り
父
の
財

産
と
家
政
権
は
子
に
移
転
し
、
長
子
が
家
長
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
肉
体
的
力
量
の
増
減
に
対
応
し
た
晋
墳
で
あ
っ
た
し
、
ギ
リ
シ
ャ
神

話
に
も
そ
の
痕
跡
を
残
し
て
い
る
。
諸
神
の
行
為
は
、
か
つ
て
人
聞
の
行
っ
た
行
為
を
指
示
し
て
い
る
。
神
話
は
原
始
時
代
に
お
け
る



社
会
観
念
の
最
古
の
淵
源
に
他
な
ら
な
い
。

死
せ
る
毅
の
墓
前
に
供
え
ら
れ
た
供
物
は
、
予
の
亡
き
殺
に
対
す
る
追
慕
の
念
の
表
現
で
は
な
い
と
イ
ェ

i
リ
ン
グ
は
述
べ
て
い
る
。

ア
ー
リ
ア
人
に
あ
っ
て
は
、
老
議
殺
申
告
の
風
習
は
欠
如
し
て
い
た
が
、
生
産
力
を
喪
失
し
た
老
殺
の
遺
棄
と
い
う
風
習
は
あ
っ
た
。
ぞ

れ
な
ら
ば
、
親
の
生
存
中
に
与
え
る
こ
と
を
拒
在
し
た
パ
ン
を
、
何
故
に
死
後
に
な
っ
て
纂
前
に
供
え
る
必
繋
が
あ
っ
た
の
か
。
ぞ
れ

は
恐
怖
ゆ
え
で
あ
っ
た
、
と
被
は
考
え
る
。
ア
i
リ
ア
入
の
思
想
に
よ
れ
ば
、
死
者
は
死
後
も
な
お
幽
鬼
と
し
て
生
存
す
る
が
争
え
に
、

遺
族
は
供
物
を
俸
げ
た
。
死
者
侠
養
の
本
来
の
動
機
は
、
亡
毅
へ
の
愛
に
で
は
な
く
、
生
き
残
っ
た
者
の
死
者
に
対
す
る
菱
倶
と
恐
怖

法と安芸教の起i畿についてーイェーリングによる三つの論争{山口}

に
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
宗
教
の
起
源
を
示
唆
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
祖
先
議
拝
は
古
代
人
の
宗
教
績
か
ら
す
れ
ば
神
へ
の

崇
拝
と
向
乙
で
あ
り
、
恐
怖
こ
そ
が
神
安
造
っ
た
の
だ
、
と
彼
は
考
え
る
。

こ
れ
ら
の
点
で
イ
ェ

1
リ
ン
グ
が
批
判
の
対
象
と
す
る
の
は
、

フ
ェ
ス
テ
ル
・
ド
・
ク
i
ラ
ン
ジ
ェ
が
そ
の
箸
「
古
代
都
市
」
〈
一
人
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六
留
年
)
に
お
い
て
説
い
た
社
会
制
度
の
宗
教
主
義
的
理
解
で
あ
る
。
か
ま
ど
神
に
み
ら
れ
る
家
神
へ
の
宗
教
的
感
情
を
基
盤
と
し
て

古
代
都
市
制
度
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
ク
ー
ラ
ン
ジ
ェ
の
試
み
は
イ
ェ

i
リ
ン
グ
に
よ
れ
ば
こ
と
ご
と
く
誤
り
で
あ
る
。
死
者
供
養
の

義
務
、
相
続
制
度
、
土
地
の
個
人
的
所
有
権
な
ど
に
つ
い
て
詳
細
に
イ
ェ
!
リ
ン
グ
は
ク
ー
ラ
ン
ジ
ェ
の
所
説
を
全
部
約
に
批
判
す
る
。

た
と
え
ば
ク

i
ラ
ン
ジ
ェ
に
お
い
て
は
家
神
と
し
て
の
か
ま
ど
神
は
動
く
こ
と
が
な
く
、
こ
の
ゆ
え
に
家
庭
神
と

理
不
離
に
形
成
さ

れ
た
土
地
所
有
権
は
非
譲
渡
性
の
も
の
と
な
る
と
説
か
れ
る
。
し
か
し
イ
ェ

i
リ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
ア
1
リ
ア
人
は
土
地
へ
の
個
人
所

有
権
の
観
念
を
有
し
て
お
ら
ず
土
地
は
共
有
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
ア
!
リ
ア
人
の
家
庭
は
石
造
で
は
な
く
て
移
動
式
で
あ
っ
て
、

牧
衝
を
生
業
と
し
て
い
た
ア

i
リ
ア
人
は
事
群
の
移
動
と
と
も
に
家
展
を
解
体
し
て
移
動
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
〈
か
ま
ど
〉
自
体
、

国
恕
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
ク
i
ラ
ン
ジ
ェ
が
非
難
す
る
〈
迷
え
る
か
ま
ど
〉
が
か
ま
ど
の
実
態
で
あ
っ
た
。
ア
ー
リ
ア
人
は
死
者
の
慕

さ
え
遺
棄
し
て
移
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ア
ー
リ
ア
人
の
民
族
移
動
の
一
行
進
は
、
繁
一
解
け
を
待
っ
て
三
月
始
め
に
行
わ
れ
た
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が
、
出
発
に
先
立
ち
二
月
の
末
に
は
祖
先
の
墓
に
最
後
の
供
養
を
な
し
た
。
移
動
中
の
渡
海
に
さ
い
し
て
、
老
人
は
河
神
へ
の
供
物
と

ク
ー
ラ
ン
ジ
ェ
の
誤
り
は
、
ア
l
リ
ア
人
の
移
動
に
注
目
し
な
か
っ

し
て
河
中
に
投
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
イ
エ

1
リ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、

た
こ
と
に
起
因
す
る
と
さ
れ
る
。
イ
ェ

i
リ
ン
グ
は
ア
i
リ
ア
入
の
法
制
度
に
つ
い
て
は
、
相
続
法
の
ほ
か
に
財
康
法
、
一
時
法
、
刑
法

等
に
つ
い
て
考
証
そ
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
法
、
宗
教
、
祖
先
崇
拝
な
ど
の
関
認
の
他
に
、
ィ
ェ

i
リ
ン
グ
は
遺
著
「
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
前
史
」
に
お
い
て

〈
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
源
郷
問
題
〉
の
解
明
を
試
み
て
い
る
。
彼
は
、
第
一
の
原
郷
(
口
吋
苦
言
呉
)
を
中
央
ア
ジ
ア
の
パ
ク
ト

リ
ア
に
求
め
、
第
二
の
原
郷
を
コ

i
カ
サ
ス
北
方
に
求
め
た
。
現
代
ア
メ
リ
カ
の
考
古
学
者
マ
リ
ア
¥
キ
ン
ブ
タ
ス
女
史
は
ク
ル
ガ
ン

(
げ
〉

(
小
丘
の
墳
墓
〉
文
化
の
研
究
か
ら
、
イ
ン
ド
・
ヨ
!
ロ
ッ
パ
入
の
原
郷
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
地
方
の
ス
テ
ッ
プ
地
帯
に
確
定
し
て
お
り
、

{時〉

考
古
学
上
は
こ
の
説
が
ほ
ぼ
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
イ
ェ

1
リ
ン
グ
が
提
出
し
た
解
答
も
百
年
の
歳
月
を

考
慮
す
れ
ば
傾
聴
に
値
す
る
と
嘗
い
う
る
で
あ
ろ
う
。

臨

法
と
宗
教
の
龍
源
を
め
ぐ
る
近
代
日
本
の
法
理
論

穂
積
八
東
が
一
言
、
つ
「
祖
先
教
」
と
い
う
言
葉
は
、
日
本
人
の
語
感
に
と
っ
て
何
か
し
ら
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
諾
が
ハ
パ

i
ト
・
ス
ペ
ン
サ
!
の
説
く
説
先
崇
拝
が
宗
教
の
起
源
で
あ
る
と
の
主
張
に
対
応
し
た
・
も
の
で
あ
り
、
ま
た
他
方
で
、

〈
今
リ
ス
ト
教
〉
と
い
う
詩
に
対
抗
し
て
八
束
が
作
成
し
た
用
語
で
あ
っ
て
〈
キ
リ
ス
ト
教
〉
の
〈
キ
リ
ス
ト
〉
の
部
分
に
〈
祖
先
〉

と
い
う
詩
を
あ
て
は
め
た
用
語
で
あ
る
こ
と
に
気
が
付
け
ば
、
〈
ヰ
リ
ス
ト
教
〉
と
は
西
欧
の
宗
教
を
一
意
味
し
、
人
束
の
言
、
つ
〈
祖
先

教
〉
と
は
特
殊
日
本
的
な
宗
教
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
り
、
西
欧
と
日
本
と
い
う
対
立
的
諮
式
が
そ
の
背
景
に
あ
る
こ
と
に
健
意
で
き



る
八
束
が
『
家
制
及
冨
体
」
〈
明
治
一
一
十
五
年
)
の
な
か
で
「
強
先
教
ハ
我
国
体
ノ
碁
礎
ナ
リ
」
と
述
べ

「
民
法
出
テ
も
忠
孝
滅
ブ
」

(
明
治
一
二
十
三
年
)
の
な
か
マ
立
尚
昆
ハ
祖
先
教
ノ
関
ナ
リ
」
と
述
べ
る
と
き
、
そ
の
意
味
は
わ
が
国
は
誤
て
る
キ
リ
ス
ト
教
の
支
配
す

る
西
殴
諸
国
と
は
こ
と
な
り
、
観
先
崇
拝
を
最
重
要
犠
す
る
闘
で
、
西
歎
よ
り
も
優
越
す
る
特
殊
な
国
家
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。

八
束
が
核
拠
し
た
ス
ペ
ン
サ
ー
の
祖
先
祭
持
に
宗
教
の
起
、
諏
・
を
求
め
る
思
想
は
西
洋
宗
教
思
想
の
な
か
に
あ
っ
て
は
通
説
と
は
脅
え

ず
、
宗
教
の
態
滋
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
学
説
が
提
起
怒
れ
て
き
た
。
宗
教
の
起
源
を
、
ブ
ロ
ス
は
呪
物
信
仰
に
求
め
、
ヴ
イ
コ
は
儀

法と宗教の起源についてーイヱ…リングによる三つの論争{山口)

礼
に
、
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ラ
フ
ー
は
人
間
精
神
に
、
タ
イ
ラ
i
は
ア
ニ
ミ
ズ
ム
に
、
フ
レ
イ
ザ
ー
は
超
人
間
的
諸
力
へ
の
融
和
に
、

デ
ユ

ル
ケ
l
ム
は
ト
i
テ
ミ
ズ
ム
に
、
フ
ロ
イ
ト
は
性
本
能
に
、
ユ
ン
グ
は
神
話
に
、
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
は
個
々
人
の
経
験
に
、
ブ
ラ
ン
ド

ン
は
人
間
の
時
跨
認
識
に
求
め
て
き
た
。
こ
れ
ら
多
く
の
宗
教
飽
源
識
は
い
づ
れ
も
人
間
に
お
け
る
死
の
認
識
の
形
成
を
前
提
と
し
て
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い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
は
、
死
の
認
識
1
不
安
i
人
間
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
l
喪
失
i
究
へ
の
恐
悔
i
死
者
供
養
i
葬
札
1
儀
礼
!
死
後

へ
の
保
証
i
儀
礼
の
社
会
化
!
滋
慾
議
経
形
成
i
宗
教
規
範
形
成
i
法
規
範
形
成
i
規
範
の
制
度
化
と
い
う
よ
う
な
い
く
つ
か
の
人
間

精
神
の
発
達
段
階
の
う
ち
の
ど
の
段
階
に
着
問
討
す
る
か
に
対
臨
し
て
異
な
る
羽
根
論
構
成
が
採
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

題
知
の
よ
う
に
、

一
神
教
と
し
て
の
世
界
宗
教
で
あ
る
ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
に
お
い
て
は
可
視
的
対
象
は
偶
像

(

日

仏

0
乙
で
あ
っ
て
神
で
は
な
い
と
の
教
義
か
ら
視
先
崇
拝
は
否
定
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
仏
教
に
お
い
て
は
祖
先
崇
拝
は
習
合
さ
れ
、

そ
の
結
来
、
現
代
の
先
進
諸
舗
に
お
い
て
は
唯
一
自
本
に
お
い
て
の
み
祖
先
崇
拝
が
瞥
俗
と
し
て
残
存
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

法
制
約
綾
上
、
西
歎
と
ま
っ
た
く
こ
と
な
る
こ
の
よ
う
な
日
本
釣
特
徴
を
的
確
に
示
し
て
い
る
の
が
、
祭
紀
承
継
権
に
関
す
る
規
定
の

存
在
で
あ
り
、
祭
杷
承
継
擦
は
旧
民
誌
に
お
い
て
は
家
航
路
相
続
の
特
権
に
属
す
も
の
と
さ
れ
た
し
、
現
行
民
法
人
九
七
条
に
お
い
て
も

祭
悶
《
等
の
承
継
は
「
横
習
に
従
っ
て
祖
先
の
祭
舵
を
主
宰
す
べ
き
品
物
が
こ
れ
を
継
承
す
る
い
と
麓
定
さ
れ
、
祖
先
崇
拝
は
読
本
の
法
制
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度
の
な
か
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

〈
州
問
)

も
と
も
と
明
治
憲
法
に
お
け
る
天
謀
総
も
、
「
天
泉
ノ
宝
酢
ハ
之
ヲ
祖
宗
ニ
承
ケ
之
ヲ
子
採
ニ
詰
フ
留
家
統
治
権
ノ
在
ス
ル
所
ナ
リ
」

(
伊
藤
博
文
)
と
い
う
よ
う
に
、
組
先
山
時
前
持
を
議
要
な
法
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

明
治
憲
法
に
お
け
る
天
皇
制
の
探
用
の
理
由
は
、
伊
藤
博
文
ら
が
強
掴
な
劉
家
統
治
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
他
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
伊
藤
は
、
あ
る
講
演
の
な
か
で
明
治
憲
法
原
案
起
草
に
つ
い
て
、
わ
が
鴎
で
は
西
散
の
よ
う
に
宗
教
に
よ
る
統

治
は
で
き
か
ね
る
し
、
日
本
の
仏
教
や
神
道
の
カ
も
又
弱
い
の
で
、
宗
教
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
ア
ル
タ
ナ
テ
ィ

1
ベ
と
し
て
天
議
制
を
統

治
原
理
と
し
て
採
思
し
た
と
、
次
の
よ
う
に
率
直
に
吐
露
し
て
い
る
。
「
抑
歓
州
に
於
て
は
:
・
宗
教
な
る
者
あ
り
て

i
人
心
比
に
婦

せ
り
。
然
る
に
我
田
に
在
り
で
は
宗
教
な
る
者
其
カ
微
弱
に
し
て

i
仏
教
は
:
・
今
日
に
東
て
は
日
に
衰
し
い
替
に
傾
き

i
衿
道
は
:
・
宗

教
と
し
て
人
心
を
窓
せ
し
む
る
の
カ
に
乏
し
。
我
闘
に
号
機
軸
と
す
べ
き
議
長
室
あ
る
の
情
」
と
。
明
治
重
体
制
に
お

い
て
天
皇
が
政
治
的
権
威
の
み
な
ら
ず
現
人
神
と
し
て
宗
教
的
権
威
に
ま
で
祭
り
上
げ
ら
れ
た
理
由
は
こ
の
点
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
歴
史
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
な
か
で
、
祖
先
祭
拝
の
理
論
を
も
っ
て
日
本
公
法
の
原
理
に
ま
で
昇
筆
さ
せ
た
の
が
穂
積
八

東
で
あ
り
、
ま
た
人
家
に
次
い
で
ス
ペ
ン
サ
ー
に
な
ら
っ
て
扱
先
山
崩
指
揮
に
法
と
宗
教
の
鎧
源
を
求
め
た
の
が
八
束
の
充
、
穂
積
篠
震
で

み
の
つ
れ
~
。

近
代
日
本
の
法
学
者
の
な
か
で
最
も
早
期
に
緩
先
崇
持
に
一
宮
開
設
し
た
の
は
八
束
の
「
民
法
出
テ
、
忠
孝
亡
フ
」
〈
明
治
二
十
四
年
八

月
)
で
あ
る
。
こ
れ
は
明
治
憲
法
制
定
の
二
年
後
で
あ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
懇
年
に
や
や
詳
級
な
「
家
制
及
型
体
」
を
発
表
し
て
い
る
。

人
東
の
主
投
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
帰
依
し
た
西
欧
諸
国
と
こ
と
な
り
祖
先
崇
拝
が
わ
が
岡
聞
の
囲
体
の
基
礎
た
る
べ
き
こ
と
に
存
す
る
。

興
味
深
い
の
は
、
入
来
が
後
者
の
論
稿
に
お
い
て
、
モ
ル
ガ
ン
、
ス
ベ
ン
サ
l
、
ポ
ス
ト
、

コ
i
ラ
i
、
ジ
ロ
ト
ロ
ン
、
そ
し
て
イ
EL--

リ
ン
グ
に
依
拠
し
な
が
ら
、
ヨ

i
ロ
ッ
パ
に
定
生
後
に
は
西
歌
人
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
な
っ
て
祖
先
崇
持
そ
苔
定
す
る
に
韮
っ
た
が
、



が
人
類
普
遍
の
原
議
で
あ
る
と
の
論
統
を
試
み
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

イ
ン
ド
-
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
民
族
移
動
以
前
に
は
彼
ら
に
も
祖
先
崇
拝
の
習
俗
が
存
在
し
た
と
指
掃
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
観
先
崇
拝

八
束
が
「
人
倫
忠
孝
ノ
精
神
ヲ
以
テ
社
会
ヲ
維
持
セ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
祖
先
教
ニ
依
頼
ス
ル
ノ
外
他
ニ
方
業
ナ
シ
」
と
す
る
点
は
、

伊
藤
博
文
の
憲
法
原
案
起
草
の
擦
の
意
図
と
合
致
す
る
。
八
束
の
観
先
崇
拝
理
論
は
、
家
l
血
縁
j
女
系
統
〈
母
系
制
の
こ
と
)
男
系

続
〈
父
系
制
の
こ
と
)
へ
の
家
制
度
の
発
達
i
n
i
マ
親
族
法
な
ど
の
分
析
を
含
む
が
、
ぞ
れ
と
何
時
に
排
外
的
な
題
砕
主
義
を
秘
め

て
い
た
点
に
注
闘
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
仏
教
伝
来
が
あ
っ
て
も
わ
が
闘
の
誼
先
教
が
仏
教
に
よ
っ
て
滅
び
な
か
っ
た
の
は
、
外
部
出
の
仏

教
人
種
が
入
居
し
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
彼
は
考
え
る
。
「
仏
教
ノ
為
メ
ニ
国
体
ノ
基
礎
タ
ル
祖
先
教
ノ
廃
絶
セ
サ
リ
シ
所
以
ハ
仏
教
ハ

(幻〉

我
国
ニ
入
ル
モ
仏
教
人
麓
ノ
我
酪
ニ
入
ラ
サ
リ
シ
ニ
ヨ
ル
、
仏
教
ヲ
伝
へ
仏
教
ヲ
泰
ス
ル
モ
ノ
ハ
我
祖
先
教
ノ
民
ナ
ル
カ
故
ナ
リ
」
。

し
た
が
っ
て
披
は
キ
リ
ス
ト
教
を
は
じ
め
と
す
る
外
来
の
宗
教
を
信
衛
す
る
外
国
人
の
入
歯
と
布
教
と
を
排
撃
す
る
。
「
今
若
外
教
ノ

〈沼〉

人
種
我
国
ニ
入
リ
テ
外
教
判
ノ
布
ク
ト
キ
ハ
古
ノ
仏
法
、
捜
来
ノ
有
様
ト
大
ニ
結
樹
木
ヲ
異
ニ
ス
ル
コ
ト
ア
ル
へ
と
。

法と主義教の産量芸春、についてーイェーリングによる三つの論争(wロ〉

に
反
対
し
て
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
表
題
に
よ
っ
て
今
日
ま
で
有
名
な
八
束
の
「
民
法
出
テ
、
忠
孝
亡

西
欧
流
の
婚
織
自
由
契
約
思
想
を
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
に
な
ら
っ
て
継
受
し
よ
う
と
し
た
ボ
ア
ソ
ナ
i
ド
の
葱
寧
に
な
る
由
民
法
草
案

は
、
平
等
な
個
人
間
の
自

由
契
約
窓
制
服
は
博
愛
主
義
を
基
調
と
す
る
‘
キ
リ
ス
ト
教
患
想
の
も
の
で
あ
っ
て
、
家
を
重
視
す
る
祖
先
教
会
古
来
か
ら
と
っ
て
き
た
わ

が
留
に
は
逃
し
て
な
い
と
の
主
設
で
あ
り
、
実
証
的
で
も
な
く
、
わ
づ
か
に
そ
ム
ゼ
ン
、
イ
ェ
!
リ
ン
グ
、
ク
ー
ラ
ン
ジ
ェ
を
引
用
し

な
が
ら
も
叙
述
は
断
片
的
で
説
得
牲
に
欠
け
て
い
る
よ
う
に
患
わ
れ
る
。
八
東
は
さ
ら
に
そ
の
墾
先
教
理
識
を
エ
ス
カ
レ

i
ト
さ
位
、

「
閤
家
ト
外
宗
教
ト
ノ
関
孫
い
(
明
治
去
十
三
年
て
辺
家
』
の
法
理
的
制
概
念
」
〈
明
治
一
一
一
十
一
年
)
、
な
ど
を
向
じ
主
皆
の
も
と
で
発
表

亡
フ
」
の
冒
頭
の

文
「
一
利
ア
レ
パ
一
窓
口
ア
リ
」
を
除
け
ば
会
く
同
一
の
文
で
あ
る
。

し
て
い
る
が
、
「
耶
蘇
教
以
前
の
致
問
家
制
」
(
明
治
一
一
十
四
年
八
月
、
間
家
学
会
雑
誌
第
四
巻
第
五
十
翻
号
)
は
「
民
法
出
テ
、
忠
孝
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当
持
、
天
患
に
対
す
る
御
進
講
は
和
書
、
漢
書
、
洋
容
に
つ
い
て
各
一
二
十
分
間
程
度
正
月
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
弟
の
八
東
は
合
計

五
関
に
一
患
っ
て
、
ハ
ン
ム
ラ
ピ
法
典
、
ユ
ス
テ
イ
ニ
ア
ヌ
ス
法
典
、
タ
存
ト
ス
、
祖
先
崇
拝
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
つ
い
て
御
進
講
を

担
当
し
て
い
る
。
明
治
間
十
箇
年
の
御
進
講
「
ギ
リ
シ
ャ
及
ロ

i
マ
の
古
典
に
綴
は
る
る
祖
先
崇
拝
の
事
跡
〕
は
、
フ
ユ
ス
テ
ル
・
ド
・

ク
!
日
フ
ン
ジ
ェ
の
吋
古
代
都
市
』
の
要
約
を
骨
子
と
し
た
も
の
で
、
霊
魂
不
滅
の
信
念
、
祖
先
崇
拝
、
神
火
、
家
内
宗
教
、
家
の
観
念
、

婚
婚
、
家
の
継
続
、
系
統
に
言
及
し
た
の
ち
、
キ
リ
ス
ト
教
が
こ
れ
ら
吉
代
の
祖
先
袋
持
の
教
義
を
禁
止
す
る
こ
と
に
及
ん
だ
こ
と
に

触
れ
、
祖
先
崇
拝
が
わ
が
箆
体
の
基
礎
た
る
べ
き
こ
と
を
主
強
し
て
い
る
の

こ
の
よ
う
な
没
実
葺
的
な
八
束
の
祖
先
崇
持
論
に
対
し
て
批
判
を
難
関
し
た
の
は
、
早
稲
霞
で
倫
理
学
を
講
と
な
が
ら
夫
折
し
た
大

見
視
「
祖
先
教
は
能
く
俊
教
の
基
礎
た
る
べ
き
か
(
穂
積
八
東
氏
の
論
を
競
む
)
〕
〈
明
治
一
一
一
十
字
、
六
合
雑
誌
〉
で
あ
っ
た
。

大
西
の
主
張
は
「
予
箪
は
祖
先
崇
拝
と
い
ふ
如
き
単
純
な
る
思
懇
若
し
く
は
手
段
を
以
て
、
来
し
て
よ
く
今
日
及
び
将
来
の
民
心
を

(
お
)

満
足
せ
し
む
る
に
足
る
べ
き
世
教
を
振
起
し
得
る
か
を
疑
ふ
」
こ
と
に
要
約
で
き
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
論
争
は
他
方
に
お
い
て
明
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治
二
十
三
年
の
「
教
育
勅
語
〕
以
後
に
展
開
さ
れ
る
皆
民
道
徳
論
争
に
継
続
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
と
り
わ
け
忍
翠
叩
街
義
』
を
執

筆
し
た
権
力
側
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
井
上
哲
次
郎
を
中
心
に
、

一
高
不
敬
事
件
に
お
け
る
内
村
鑑
一
一
一
ら
の
キ
リ
ス
ト
考
や
対
権
力
的
に
硬

軟
各
慌
の
仏
教
者
の
間
に
教
育
と
家
教
の
理
念
会
め
ぐ
り
大
規
模
な
論
争
が
喚
能
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
さ
い
、
井
上
哲
次
臨
『
教
育
ト

宗
教
ノ
衝
突
』
(
明
治
三
十
六
年
数
業
社
〉
に
一
不
さ
れ
た
忠
孝
観
念
の
麓
視
か
ら
す
る
キ
リ
ス
ト
教
排
撃
議
は
、

こ
れ
ら
関
民
選
権
論

争
に
先
行
し
た
穂
積
八
束
ら
の
関
家
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
墾
先
難
拝
重
視
の
立
場
か
ら
す
る
キ
リ
ス
ト
教
排
撃
論
に
よ
っ
て
準
備

さ
れ
た
の
と
需
一
の
論
理
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
注
尽
さ
れ
る
。

八
束
の
児
、
穂
積
棟
建
は
、
鶴
間
損
当
し
た
大
正
天
皇
に
対
す
る
御
進
講
の
う
ち
一
一
一
回
自
に
あ
た
る
大
正
八
年
の
御
進
講
吋
祭
舵
と

政
治
法
律
と
の
関
係
」
で
、
議
先
崇
拝
を
論
と
て
い
る
。
こ
こ
で
も
ク
ー
ラ
ン
ジ
ェ
『
古
代
都
市
』
を
引
用
し
な
が
ら
、
被
震
は
祖
先



崇
拝
の
超
源
を
追
慕
の
念
に
求
め
、
ク
ー
ラ
ン
ジ
之
、
ス
ペ
ン
サ
1
、
ラ
ポ
ッ
ク
、
ィ
ェ

i
リ
ン
グ
ら
の
恐
怖
起
源
説
を
斥
け
て
い
る
。

そ
し
て
祖
先
崇
拝
と
の
関
係
に
お
い
て
婚
姻
と
り
わ
け
平
リ
シ
ャ
時
品
川
の
三
つ
の
婚
婚
式
や
養
子
、
相
続
な
ど
を
考
察
し
、
担
先
崇
拝

が
家
、
社
会
、
国
家
の
起
糠
で
あ
る
と
し
、
タ
ル
ド
の
『
模
倣
の
法
則
い
に
依
拠
し
て
人
間
生
活
に
お
い
て
祖
先
の
行
為
を
模
倣
す
る

こ
と
の
意
義
に
雷
及
し
、
皇
室
の
祭
寵
と
国
民
の
祭
杷
と
の
合
一
を
説
く
に
盗
っ
て
い
る
。

昭
和
五
年
に
な
っ
て
穂
讃
練
重
は
改
め
て
犠
先
崇
持
に
関
す
る
比
較
的
詳
細
栴
な
論
考
を
「
祭
器
及
礼
と
法
律
」
に
ま
と
め
た
。
基
本

法と宗教の量霊源についてーイェーリングによるつの論争(山口)

的
主
張
は
前
記
「
祭
泥
と
政
治
法
律
と
の
関
係
」
と
限
同
じ
で
あ
る
が
、
学
説
の
検
討
が
や
や
深
化
さ
れ
て
い
る
。
棟
建
に
よ
れ
ば
、

(鈴〉

教
の
線
源
は
、
「
生
者
が
死
者
の
震
に
対
し
て
為
し
た
る
感
情
の
表
示
」
で
あ
る
と
し
、
誼
先
鍛
拝
の
結
穂
を
め
ぐ
り
、
ル
ポ
ツ
夕
、

ス
ベ
ン
サ
i
ら
の
恐
怖
説
j
磁
鬼
慰
籍
〈

cvcmけ
l

胃

o
y
t
E守
口
〉
説
を
斥
け
、
さ
ら
に
イ
ェ

i
リ
ン
グ
吋
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
入

前
史
』
の
う
ち
の
死
者
供
養
に
関
す
る
叙
述
を
長
々
と
四
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
引
用
し
、
「
恐
怖
が
袴
を
作
る
(
百
円
ロ
ミ
内
部
三
吉
凶
岱
O
m
)
」
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と
の
イ
ェ
!
リ
ン
グ
や
シ
ユ
ル
ツ
ら
の
恐
怖
鋭
に
民
対
し
て
い
る
。
陳
重
は
イ
ェ

l
リ
ン
グ
説
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

「
イ
ェ

l
リ
ン
グ
は
議
文
化
の
人
口
氏
は

(お〉

し
た
の
で
あ
ろ
う
J

般
に
裁
に
対
す
る
敬
愛
の
情
を
欠
き
、
之
を
虐
待
す
る
を
以
て
、
常
能
を
為
す
も
の
と
誤
欝

ま
た
「
イ
ェ

l
リ
ン
グ
の
科
己
的
生
産
的
人
生
観
は
援
に
其
根
本
に
於
て
誤
っ
て
居
り
、
茶
結
果
た
る
恐
怖

(
お
)

説
の
当
を
得
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
も
明
か
で
あ
る
J

と。

穂
積
陳
震
の
根
先
山
田
剤
拝
起
滋
論
の
第

点
は
「
恐
怖
畿
は
不
自
然
で
あ
る
」
こ
と
、
第
一
一
点
は
「
霊
魂
船
総
務
説
は
結
果
を
以
て
塚
陸

と
為
す
も
の
」
で
あ
り
、
「
孝
揖
賞
、
供
養
す
る
の
事
実
は
前
に
・
在
っ
て
、
慈
っ
て
報
複
す
る
の
事
実
は
後
に
主
る
」
こ
と
、
第
一
一
一
点
は

「
恐
怖
説
は
社
会
の
起
源
お
よ
び
発
展
に
関
す
る
事
実
と
相
容
れ
ぬ
も
の
で
あ
る
」
こ
と
会
脅
子
と
し
て
い
る
。
穂
積
に
よ
れ
誌
、
社

会
の
起
源
は
人
間
の
社
交
性
、
社
交
的
本
能
に
求
め
ら
れ
る
と
さ
れ
る
。
穂
積
は
こ
こ
で
ゲ
オ
ル
グ
・
ジ
ン
メ
ル
の
小
冊
子
吋
社
会
学

の
根
本
問
題
l
個
人
と
社
会
」
を
参
照
し
て
い
な
い
の
だ
け
れ
ど
も
、
同
情
、
問
類
意
識
に
注
目
し
、
成
員
聞
の
心
的
義
集
カ
の
結
果
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に
よ
り
母
系
制
社
会
で
は
ト
ー
テ
ム
が
、
父
系
制
社
会
で
は
観
建
が
求
心
力
の
・
中
心
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。

穂
積
は
問
書
の
附
録
「
祭
配
と
間
体
」
(
大
正
光
年
の
講
演
)
の
な
か
で
も
祭
認
の
起
源
に
脅
及
し
、
ス
ペ
ン
サ
:
、
ィ
ェ

i
リ
ン

グ
ら
の
懇
寮
鎖
国
娯
説
を
批
判
し
「
祭
ル
ハ
在
ス
ガ
如
、
ン
」
と
か
「
す
べ
て
の
祭
は
愛
敬
の
率
一
ち
な
り
い
と
か
述
べ
、
「
祖
先
山
世
間
拝
す
な

わ
ち
祭
」
と
の
見
解
に
歪
っ
て
い
る
。
そ
し
て
「
大
日
本
帝
国
と
万
翻
と
異
な
る
古
川
」
を
「
担
先
崇
拝
を
以
て
す
る
菌
体
」
に
求
め
て

い
る
。
こ
の
の
ち
、
穂
積
陳
麓
の
祭
龍
論
は
、
後
続
す
る
新
掴
学
と
し
て
の
柳
田
鶴
男
の
祭
認
論
に
一
筋
の
議
を
つ
け
て
い
く
こ
と
に

な
る
。法

と
宗
教
の
起
源
を
め
ぐ
る
イ
ェ

1
リ
ン
グ
、
ク
ー
ラ
ン
ジ
ェ
、
ス
ペ
ン
サ
ー
ら
の
諸
説
、
穂
積
八
束
、
糠
重
と
大
西
祝
の
問
に
行

わ
れ
た
祖
先
崇
拝
を
め
ぐ
る
論
争
、
井
上
哲
次
郎
を
中
心
と
し
て
キ
リ
ス
ト
者
、
仏
教
者
を
ま
き
こ
ん
で
行
な
わ
れ
た
国
民
議
徳
論
争

は
、
こ
れ
ま
で
相
瓦
の
連
関
に
控
意
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
各
々
に
刷
出
備
に
切
り
離
さ
れ
て
理
解
さ
れ
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
け
れ
ど
も
す
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で
に
本
稿
に
お
い
て
明
ら
か
と
な
っ
た
よ
う
に
、
法
宗
教
起
源
論
!
祖
先
議
拝
論
i
国
民
護
観
論
争
は
有
機
的
な
連
関
に
お
い
て
さ
ら

に
解
明
さ
れ
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
諸
論
争
の
有
機
的
連
関
の
解
明
作
業
は
、
講
痩
派
に
よ
る
天
皇
制
フ
ア
ン
ズ
ム
論
の
流

し
続
け
た
学
関
の
不
毛
化
を
大
関
に
の
り
こ
え
て
、
近
代
日
本
の
実
像
と
特
質
と
的
確
に
照
射
す
る
実
り
豊
か
な
作
業
と
な
る
可
能
性

を
副
総
め
て
い
る
と
怠
わ
れ
る
。

〈

1
)

綴
猿
弘
之
「
人
維
新
説
』
(
吋
明
治
文
化
会
集
い
第
一
一
巻
「
自
由
剛
氏
擁
緩
い
一
一
一
七
六
頁
な
ど
。

〈

2
)

方
自
鴨

g
s
m
E
W角
-

M

よ
く
徐
々
各
高
。

5
5
z
雪
手
話
戸
国
・
言
戸
田
弘
同
?
の
町
立
貯
蓄

5
8
4・
鈴
木
賊
総
訳
、
五
四
一
賞
。

〈

3
}
務
総
に
つ
い
て
は
、
山
口
〈
資
料
・
紹
介
、
補
問
題
「
学
女
磁
令
氏
権
利
争
関
検
」
の
公
判
〉
、
名
古
漫
経
説
明
大
学
企
業
法
制
研
究
所
「
企
業
後
研
究
い
第
六
号
、

一
五
一
頁
i
一ニ

O
一一員

(
4
)
H
r
g開
室
露
。
昨
夕
〈

020浮
き
し
ま
さ
w

向
初
回
診
。
際
的

Z
-
のんい
5
5開
g
M惜
吋
由
輔
貯
絡
に
つ
い
て
は
、
山
口
「
イ
ェ

l
リ
ン
グ
と
開
明
治
事
票
前
定
i
イ
ェ
!



"';::'-;入、写話番量状線S総禅!..!í'エ ν-J'各事項+<泌が側諸年齢詰芸書記l板「ヰ;!~員総動韓芸書記」話量〈毒事者最!時1>' 1011]属高一 111K属産

{出) 咲Eミ蛍 r~時エヨヨ S-<州議S戒告語母J' 機Eミ書聖徳総411域総長場事。毒事盛軍派 I h..刊一士、入、イ時機運同十続J'磁線機泌総4ベ〈晴@g[1l¥tゆえ)0

(明) Rudolf von Jhering， Der Kampf ums I宅配ht，Hr勾.und mit einem Anhang ver田henvon Hermann Klenner， F陀ibur宮 19宮2

{ト) Rudolf von Jhering， Der Kampf um's Recht， Zur汲 hunde国土enTodesiahr d酪 Auto悶， H間宮崎 von鳥取 Ermacona，F /M  1992 

(∞) A. Schmiedl， Die 1地h開 vonKampf um's Recht i蹴 Verh証ItnissZu dem Judenthum und dem証lte開tenChristenthum， Wien 

や柚.. 

Felix Boas， Der Kampf um's R舵ht松inPflichtgebot? Antwort und Entgegnung ar沼 HerrnProfessor Dr. Rudolf von 

Jhering， Berlin 1876 

(;ミ) Fe!ix Dahn， Die Vernunft im Recht， Grundlagen der R舵 htsphilosophie，Berlin 1879 

(ロ) A. Pietscher， Jurist und Dichter， Versuch割問rStudie uber Jhering's "Kampf um's Rocht" und Shak開peare's"Kaufmann 

von Venedig，" ein Vortrag ，肱部au1881 

(:::1) Karl Emil F悶nzos，Ein Kampf um's I宅配ht，Roman， 2 Bde.， BresJau 18絞

(~) Josef Kohler， Shakespearち vordem Forum der Jurisprudenz， WUfzburg 1883 (設eprint，Aalen 1980) 

(ヱ) むberd持 Entstehung d崎 氏echtegef訓 s，Vorttrag von Dr. R竜、匂u必3必尚透ω。1ぽfvon JI泌1碑@口r略1球罫， A剖釧11冨伊e軒馴E立m叩n叩t同el悶n拙2措eJωu凶r巾i均5向t旬enze副e凶i恥t，ぬu叩2耳詔n略2
2鉛3M証r陀z，30主主証rz，6 April， 13 April ヨロ緩「土話線型!':S時日制!..!í'エ νJ'純情霊盛時車線択が員事章式司~1II抵緩やや応援

Frang Brent肌 0，Von der naturlicheu Sanktion fur r出htund sittlich，取)Vom U四prungsittlicher Erkenntnis， Hrsg. O. 

Klauss， 2 Aufl.， Leip制g1921 i時載。持g!:幅五 f銅器韓滋融通綴S.\1封勝!..!í'エ νJ 毒益田:;S~判事例 H区若手

(~) Rudolph von Jhering， V orgeschichte der Indo組問paer，Aus dem N舵 hlaβhe問 usgegeben，Leipzig 18宮4牧斗$11豪語 f童話ま阪総

械がぶJ(畿や以請書再さに~\:()

(~) 

1875 

(明)

(~) 

Maria Gimbt叫 s，Die Indoeurop恥If;Arch説。logischePrぬ16me，(IN) Anton Scherer (hrs百)， D語 Urheimatder Indogermanen. 

Darmstadt 1968 

(~雪) ~ヤ入、I"-r< S~ミ王寺突入何者三喜重!.!~貫Jνま若者訴事E器望書+会必S露寝室制覇堂島避がtQ暗遅刻S~S ..>J ...)ν量産霊宝働~1l 1 rfir昔話際S桜車産申E量得J(毒事常層建審

鎗)I磁韓1(-)鰐キミ韓寝

〈
ロ
ヨ
〉
令
指
縄
n
h
p
川
A
時
リ
叶
江
、
町
、
内
ヘ

m
i
H
T
1い
Y
J
Oけ
叫
脱
帽
胡
制
ハ
幅
緩

w
m
U
4
潔



宗教法第13号(1994)

〈
刊
日
)
品
ザ
瞳
摺
博
文
『
揖
瑚
凶
憲
法
皇
家
典
範
義
組
肝
』
〈
開
凶
象
学
会
)
頁

〈
mg
伊
藤
樽
文
「
比
添
案
ヲ
起
革
シ
タ
ル
大
意
片
道
μ

躍
腰
掛
博
文
伝
』
州
市
巻
、
六
一
玄
j
ムハ資

(
れ
)
穂
積
人
前
県
「
家
制
及
協
体
片
町
穂
積
八
東
博
公
論
文
崎
県
』
一
一
五
九
一
貝

(
怨
再
開
お

(
お
〉
大
甜
間
後
「
蛸
慨
先
教
は
能
く
借
教
の
基
礎
た
る
べ
き
か
〈
纏
積
八
東
氏
の
論
を
読
む
)
」
〈
明
治
一
二
十
年
、
六
合
給
油
勧
)

〈
滋
)
抽
時
穣
媒
重
吋
祭
絞
及
礼
と
持
出
掛
帯
同
緩
和
一
一
一
年
、
二
十

{
お
)
肉
+
税
関
十
七
策

{
お
)

資

閣
内
↑
制
限
十
八
i
四
十
九
一
員

-118-


